
佐賀県保育士・保育所支援センターでは、8月1日（金）から
9月12日（金）まで「保育所等見学会」を開催しました。

この見学会は、保育士を目指している学生や、資格はあるけど
保育の仕事に就いていない人、保育の仕事に興味がある人などを
対象に、今の保育所等の様子を直接見ていただき、今後の就職に
繋げるきっかけづくりを目的に実施いたしました。 県内の保育
所・認定こども園・小規模保育園から62事業所にエントリーいた
だき、このうち30事業所で見学を実施しました。見学者には一般
の方をはじめ、大学生や高校生など幅広い世代の延べ52名が参加
しました。 参加者からは、「遠方から引っ越してきたので周りに
知り合いもおらず情報も少なかったが、再就職するためのとても
良い機会になった」「保育センターに見学までの手続きを行っていただけるので気軽に申し込みが
できた」「気になっていた園のことを知ることができてよかった」など、保育士の仕事への前向き
な声が聞かれました。 今回の見学会では、見学参加者・受け入れの保育所等ともに「毎年開催し
てほしい」との声をたくさんいただきました。こうした期待に応えるために当センターでは、保育
の仕事を目指す方と保育所との出会いを更に広げることはもとより、様々なニーズに寄り添いなが
ら、人材確保に向けた効果的な事業実施に努めます。
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ともに寄り添い ともに築き ともに輝く 地域づくり

■８月６日からの大雨災害による被災者支援に取り組みました

■保育の魅力をのぞいてみよう！保育所等見学会を開催しました

８月６日から続いた大雨により九州各県(鹿児島県・熊本県
・福岡県)では、浸水被害等が発生し、被災地では災害ボラン
ティアセンター(以下災害VC)を中心に、生活復旧の支援活動が
行われています。 本会では、被災地の生活復旧支援活動を推
し進める一助となるよう、以下のような活動を行いました。

①8月12日（火）には、県内市町社協職員と日本青年
会議所(以下ＪＣ)の協力により、大町町のストックヤードに
保管していた資機材の搬出を行い、ＪＣの10トントラックにて
鹿児島県霧島市社協へ輸送いただきました。 ②8月15日（金）には、
県内市町社協職員の協力により、鳥栖市のグリーンファーム山浦
の敷地内ストックヤードから資機材を搬出し、本会職員が、
２トントラック２台で熊本県美里町社協へ輸送しました。 ③8月30日（土）には、市町社協職員や
CSO関係者、県・市町の行政職員など40名の方々に参加いただき、佐賀災害支援プラットフォーム
（SPF）、佐賀県県民協働課と共催で、玉名市災害VCへのボランティアバスを運行しました。 本会
では引き続き被災者支援活動にあたる方々や、支援を必要とする被災者一人ひとりに寄り添いなが
ら、支援活動に取り組みます。

【実際に園で子どもたちの様子を見
学しながら説明に熱心に耳を傾け
る参加者】

【8/30「少しでも役に立ちたい」という想い
を胸にボランティア活動に臨む参加者】



佐賀県社会福祉協議会では、年齢や障害の有無にかかわらず、
誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる「地域共生社会」
の実現を目指し、さまざまな福祉活動に取り組んでいます。

この活動を支えるため、地域に貢献したいと考える個人や
団体、企業の皆様に会員としてのご参加をお願いしています。

会員になると、研修センターの研修に割引料金（8,000円→
5,000円など）で利用できるほか、県内の福祉の最新動向をお届
けする「佐賀県社協だより」や「マンスリーフック」の配布、
テント・パイプ椅子などの備品を無料でご利用いただける特典
などがあります。 「地域のために何かしたい」という思いが、
福祉の輪を広げる力になります。皆さまのご協力をお願いします。

詳細は佐賀県社協ホームページへ
→https://www.sagaken-shakyo.or.jp/about/member.html

8月6日(水)、県社会福祉会館「Fukku」にて「ChatGPTを活用
した福祉業務の効率化・時短テクニック実践研修」を開催しまし
た。 本研修は、今年度より新たに企画された研修プログラム
の一つとして実施したもので、福祉現場における人手不足という
課題に対し、生成AIを活用することで業務の効率化を図り、生産
性の向上を提案する内容です。 研修では、生成AIの基本的な
仕組みや福祉分野での活用事例、セキュリティ面の留意点などを
学びながら、スマートフォン版ChatGPTを実際に操作する実習も
行いました。特に、記録作成や情報整理などの定型業務を省力化
することで、本来注力すべき対人援助の時間を確保しやすくなり、
限られた人員でも質の高い福祉サービスの提供を目指す、新たな
一歩となりました。 参加者からは「思ったより簡単だった」「これなら現場でも使えそう」といっ
た声が多く寄せられました。 本会では、今後も福祉現場で働く皆さまの声に寄り添いながら、日々
の業務に役立つ研修を企画・実施していきます。

■誰もが安心して暮らせる地域を目指して―会員加入のご協力をお願いします―

■福祉×AIの新たな可能性 ―生成ＡＩ研修を実施しました―

■令和７年度 福祉研修センター 研修一覧■

◆ 福祉従事者全般対象 ※詳細は本会HPに掲載（https://www.sagaken-shakyo.or.jp/）

令和7年10月6日 (月 )(新 )成長を応援！人材確保と定着支援研修

令和7年10月24日 (金 )(新 )感染症から利用者・職員を守る！福祉現場で役立つ感染症対応力向上研修

令和7年11月13日 (木 )(新 )職員が傷つかないためのカスタマーハラスメント対応研修

令和7年11月21日 (金 )(新 )現場で活かせる「チームの要」育成実践研修

令和7年12月予定(新 )判断力を磨く！緊急時における適切な意思決定と行動のスキルアップ研修

【実際に操作しながら、生成AIの活用方法
を紹介する講師の様子】

【あなたの参加が、福祉の輪を広げる
力になります】

https://www.sagaken-shakyo.or.jp/about/member.html
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